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Abstract: コミュニケーションロボットによって、人と説明可能AI（XAI）のインタラクションを
促進できる可能性がある。しかし、動的に進行する人と AIの協調において、文脈に合わせてロボッ
トの身体表現を適応的に活用する方法は明らかではない。そこで本研究は、コミュニケーションロ
ボットが身体表現を用いて、説明のどの部分を強調すべきかを適応的に決定する手法を提案する。こ
の手法では、特定の部分を強調した際のユーザーの判断への影響を予測することで、ユーザの判断と
AIが提案する判断の差を減らそうとする。ユーザスタディの結果、AIの提案のパフォーマンスが高
い場合に、本手法がユーザーをより良い意思決定へと導く可能性が示唆された。

1 はじめに
説明可能 AI（XAI） は、AIの推論過程がブラック
ボックス化し、人間が理解できなくなるという問題 [1]

に対する解決策として、盛んに研究されている。大規模
言語モデル（LLM）によって、AIの推論結果をサポー
トする説明を大量に生成可能することができるように
なった [2]。説明によってAIの推論の過程や根拠をユー
ザが理解できるようになれば、AIの性能を過信して失
敗を招いたり、逆に不信を抱いてAI利用を忌避するこ
とを防ぐことができ、AIの適正な利用につながると期
待される [3]。
本研究では、人とXAIのインタラクションにおいて
コミュニケーションロボット（以下、ロボット）を活用
することを考える。ロボットは、人間とXAIの効果的
なインタラクションを実現する上で有望なインタフェー
スとなり得る [4, 5]。例えば、単に説明を提示するだけ
でなく、身体や音声的な表現によってニュアンスを付
加することで、より豊かで効果的なコミュニケーショ
ンが実現可能だと期待される。
XAIのインターフェースとしてロボットを活用する
上で、ロボットの表現を状況に応じていかに選択する
かが問題になる。ジェスチャーや声色といった表現に
は解釈の幅が大きく、状況や相手次第で、むしろミス
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図 1: コミュニケーションによる説明の強調

リードを引き起こす可能性もある。そのため、AIの予
測における重要度などといった AI側の要因だけでな
く、ロボットの表現がユーザにどう受け取られるか、相
手や文脈を考慮した上で、適切な表現を選択する必要
があると考えられる。
そこで本稿では、著者らが提案する、ロボットが身
体表現を用いて説明のどの部分を強調すべきかを適応
的に決定する手法の検証結果を報告する。検証では、
株式取引支援を例に、ロボットが今後の株価の値動き
を説明する場面を考える。提案手法は、説明の強調が
ユーザの株取引に与える影響を、機械学習によって予
測する。そして、予測されるユーザの売買の数量がAI

が推奨するものに近づくように、説明において強調す
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るポイントを決定する [6, 7, 8]。ここでいう強調表現
は、ロボットの腕振りと声色の変化として実装されて
いる（図 1）。

2 検証結果
検証では以下の 3条件を比較した：
1. 強調なし（FLAT）
2. 常に正確な予測を行う AIが推奨株数を決定して
いると仮定し、それにユーザの売買を合わせよう
とする条件（ORACLE）

3. 強化学習（RL）で得られた方策をもとに推奨株
数を決定する条件（RL）

結果、ORACLEでは参加者の収益の平均値が大きく
伸び、タスクパフォーマンスを向上させる効果が示唆
された。ORACLEの結果は、中央値では FLATと大
きく変わらないものの、上位 25%の参加者の成績が伸
び、また下位 25%の損失額を圧縮する効果があった。
一方、RLは、FLATと比べた顕著な改善を確認でき
なかった。結果をさらに分析したところ、参加者の約
31%はAIの推奨する取引量と実際の取引量が強く相関
した一方で、約 27%は AIが売りを推奨している際に
即時的に対応できず、約 22%はむしろ AIの推奨に反
する取引を行うことで、パフォーマンスを低下させた
ことがわかった。今後は、このようなユーザの特性を
考慮したロボットの表現方法の選択が重要であると考
えられる。
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